


















































































































































体が、９万 7,697 団体の会員数 308 万 1,436 人で、
これは前年対比 2,622 団体、会員数９万 6,183
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人増加で 300 万人を突破した。1998 年には、
３万 1,257 団体、会員数 117 万 3,837 人だった
のが約 10 年で３倍となった。参加スポーツの
種類も 118 種目にのぼる。もっとも多くの会員
数を確保しているのがサッカーの 48 万 8,489
人で、続いてテニス 22 万 9,656 人、ボーリン

























ェアを高めていくために 10 球団（2011 年８月
現在９球団１））に、また、プロサッカーも 2008
年江原（カンウォン）FC に続いて 2010 年光州
（クァンジュ）FC を創設し、上位 12 チーム２）








区分 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年
スポーツ産業
規模（ウォン）
19 兆 6,507 億 22 兆 3,642 億 23 兆 2,698 億 26 兆 3,614 億 33 兆 4,439 億
GDP（ウォン） 847 兆 9 千億 915 兆 9 千億 901 兆 2 千億 1,023 兆 9 千億 1,050 兆
GDP 対比スポーツ
産業比率
2.24％ 2.44％ 2.58％ 2.57％ 3.18％




GDP 368 兆 3,076 億円 1,023 兆 9 千億ウォン 14 兆 2,646 億ドル
スポーツ産業 11 兆 2,000 億円 26 兆 3,614 億ウォン 4,106 億ドル










































































































































































検定方法： 一次筆記：選択式各科目 25 問、計
100 問（150 分）。
二次実技：記述式、15～24 問（３時間）。
























































































































































を 2017 年までに 900 か所および世帯統合・
文化統合施設造成。
⃝（情報開放）生活体育コールセンター2013 年
の 316,800 コールから 2017 年 422,400 コール
を通した One　Stop 情報提供、体育施設指




点体力センター（2013 年の 14 か所から 2017
年 68 か所）にて医療・栄養・健康体力統合
管理サービス提供。
⃝ 認 証 目 標：2013 年 49,280 名 か ら 2017 年
1,004,576 名
⃝（指導者）生活体育指導者配置拡大（2013 年
2,460 名 → 2017 年 3,330 名 ） お よ び 2015 年
体育指導者資格改編に向けて指導者専門性強




（2017 年 680 か所）。
戦略２： 根が丈夫なスポーツ→スポーツで国格
を変える
⃝（選手育成）体育英才育成（2013 年 730 名
→ 2017 年 900 名）拡大、夢と希望の青少年














年→ 2017 年国際機構役員、88 → 115 名、障
害者 21 名→ 27 名等）
⃝（国際交流）国際競技大会等を機に南北交流
拡大、開発途上国スポーツ支援拡大（合同訓
練 100 → 150 名）、ドリームプログラム支援
拡大（2013 年 39 カ国 163 名→ 2017 年 45 カ
国 180 名）、テコンド師範派遣拡大（2013 年
































































大韓障害人体育会（KOSAD: Korea Sports As-























































































2007 年 517 4,410,340 8,531 41.81％
2008 年 518 5,636,191 10,881 53.3％
2009 年 549 6,347,538 11,562 56.6％
2010 年 547 6,236,626 11,402 58.0％






2007 年 254 2,746,749 10,814 26.7％
2008 年 253 2,945,400 11,642 28.7％
2009 年 256 2,811,648 10,983 29.0％
2010 年 210 2,703,323 12,873 29.4％
































































jsp〉（2013 年 12 月 30 日アクセス）
KBO（韓国野球委員会）〈http://www.koreabase-
ball.or.kr/〉（2013 年 12 月 30 日アクセス）
K リーグ公式 HP〈http://www.kleague.com/〉（2013
年 12 月 30 日アクセス）
平昌冬季オリンピック組織委員会 HP〈http://
www.pyeongchang2018.org/〉（2013 年 12 月 30
日アクセス）
大韓障害人体育会 HP〈http://www.sports.kosad.
or.kr/〉（2013 年 12 月 30 日アクセス）
